
平成２３年度  第４回運営会議ニュース 

日 時 平成２３年７月１０日（日）９：３０～１１：３０湿生園の池掃除、１３：３０～１６：００会議 

場 所 県立座間谷戸山公園 パークセンター レクチャールーム 
出 席 者 １９名（午前出席者：５名) 

議題 

（１）南谷戸田の管理について 

谷戸田の会から活動状況などについて以下の報告があった。 

・上～下段の畦の草刈りは徐々に進んでいる。 

・流出入管の周りからの水漏れが多く、泥で埋めるなどの対応をしている。 

・上段の畦塗りが進んできている。（作業状況写真を回覧） 

（２）ログハウスのビオトープ池について 

（公園）池から漏水しているため、水道料が高くなり、現在水を絞っている。ドラム缶の雨水貯水槽を試験的に設

置しているが、雨が降っていないのであまり効果が出ていない状況。 

（運営会議としての要望） 

・池とログハウス施設の上下水料金を別にできないか、市などへ交渉してはどうか。 

・池の漏水を止める措置を検討して欲しい。 

（３）わきみずの谷の水路の状況について（座間のホタルを守る会資料配付） 

２０年度に造成した水路の現状について、図面をもとに説明があった。全体的に杭の隙間からの水漏れや周辺

からの泥の流入により、滞留する水量が少なく、ホトケドジョウの復活という本来の目的へは遠いのではないか？  

水路に砂利を敷くなどして、限られた水量でも多少せせらぐ程度の水路にする対策を取って欲しい。 

その他報告事項など 

○座間のホタルを守る会 

・今年度は、計３回のホタル観察会を行い、各３０名前後の参加者があった。 

・子供連れの観賞者が増えてきている。 

・昨年度から、発生の時期は緩やかではなくピーク型になっている。今年は最大９６頭が確認できた。 

○公園事務所 

・花とみどりのフォトコンテストの案内 

・７月のやとやま講座（７・２３おたまじゃくしプロジェクト、７・２８森のおはなし会） 

○谷戸山写楽会 

・ログハウス内が暑いので、建物南側の開き戸に網戸をつけて欲しい→公園側等で設置を検討 

・草刈の要望：わきみずの谷のニリンソウ群生地（ヤマユリは残す）、カエル２号沼周辺→現在ホタルの産卵

後なので、しばらく刈らない。水鳥の池の周辺 

○さがみネイチャーゲームの会 

・７・３０のネイチャーゲームは夕方の時間でサンセットウォッチ等を行う。最近の子供は夕日を見る機会が減

っているので、ぜひ参加してもらいたい。 

○グリーンタフ 

７・１７は、チョウの観察会とする。８・２１の定例観察会の中で、やとやま講座のセミの観察会を行う。 

○その他 

利用者が園路等でスズメバチやマムシの被害に遭った場合、すべての責任が公園側にあるのだろう

か？運営会議の各団体として普段からどう対応すべきか意見交換した→各団体とも今まで遭遇したケ

ースはあまり無いが、グリーンタフは観察会の前に下見をして、危険な箇所を避けるなどの対応をとって

いる。公園事務所としては、掲示板での注意喚起や園路沿いの樹木等にスズメバチが飛来している場

合は、駆除や立ち入り禁止区域の設定等を行っているので、今後も継続する。 

次 回 ８月は休み、９月１０日（日）１３：３０～１６：００会議 

 


